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☎

総会において「ふくし岩手」の
解散が決まりました。被災者支 

援活動や地域福祉活動推進に一定の役割を果
たしたとして区切りをつけることになりました。 
より良い暮らしには地域環境が安心と安全でな
ければなりません。そこには住民同士の暖かいコ
ミュニティーが必須です。笑顔であいさつ、声掛
け、会話を通して触れ合い絆を深める。それを、
千葉代表の「ふくし岩手活動」から教えていただ
いたように思います。6 年間の体験と学びを今後
に生かしたいと思います。ふくし岩手ニュースは
最終号となります。お粗末な文章にお付き合いく
ださり感謝申し上げます。（事務局長・佐藤明）   

編集後記 

 

和やかに「懇親慰労会」が行われました 

 
総会終了後、12 時から会食が催され、一人ずつ近況報告と 6年間の思い 

出や各々にねぎらいと感謝の言葉、少し感傷まじりのあいさつもありました。  

最後に、千葉代表から総まとめの講話があり、各人が健康第一に過ごしな 

がら、これからも交流をお願いしたいと締めくくられました。 

 

毎月第 2日曜日、午後２時から 4時まで、旧競馬場にある「ケアガーデン高松公園」内において開催さ 

れている『うたごえ喫茶』は、毎回好評を博し、他市のうたごえ仲間との交流もあるなど活発に活動してい 

ます。 ほぼ、2 か月に 1回開催されている『教養講座』は、これまで 6回開催され、学習意欲旺盛な方達 

の集いとして定着し、多彩な講師に恵まれ生涯学習の機会となっています。 

このことから、ふくし岩手は解散しますが、実績のある活動を支援するため、実行委員会と有志の会に 

対し残余資産を生かすため助成金とすることになりました。何卒、ご理解の程お願い申し上げます。 

 

『うたごえ喫茶』と「教養講座」について 

平成 29 年 8 月 1 日号 

 

7 月 16 日（日）11 時から、いわて生協組合員緑が丘活動センター２階 

中ホールにおいて、出席 15 名、委任状 7名により開催されました。 

 千葉健一代表の挨拶をいただき、議長が選任され議事に入りました。 

 議題は、前年度の活動報告と会計決算報告並びに監査報告が承認さ 

れました。次に、ふくし岩手の解散についての提案がされました。 

これは、結成以来 6年間の歩みを総括した時、被災地・被災者支援、地 

域福祉の推進について、一定の成果を上げることが出来たこと。また、千葉健一代表の健康問題と佐藤明

事務局長の一身上の理由や、会員の高齢化などから活動を終えることにしたいと説明されました。 

 ただし、「うたごえ喫茶」と「教養講座」は、市民からも好評のため実行委員会や有志の会として継続して

いくことになり、それに伴い、残余資産があることから、その活動に生かしたいとの提案も承認されました。 

 総会の最後に、役員退任のあいさつが行われ、代表以下、佐々木晃副代表、四戸好美副代表、事務局

長の 4名が会員のご支援ご協力のお陰で務めることが出来たと御礼を述べ 

出席者全員から 6年間の活動に対する拍手が送られました。 

 

 

千葉代表の挨拶（奥） 

「平成 29 年度定期総会」が開催されました 
 

「平成 28年度活動報告」、「ふくし岩手の解散」が 

承認されました 
 

 

会食の様子 

 


